













Use of HVPT in CALL to assess less successfully recognized phonemes for Japanese EFL learners 
This study investigated what English phonemes Japanese EFL learners are weak to recognize 
among 20 consonants and 10 vowels. Fourteen Japanese university students played the game 
of phoneme recognition task with “English Accent Coach” website (Thomson, 2017) for two 
months in self-paced manner outside the classroom. The results showed the phonemes that 
are difficult to recognize are supported by Speech Learning Model (Fledge, 1995) . The 




がある（Derwing & Munro, 2015, p.78）。この原因として、教師の側に系統だった指
導を行うための知識と技術を受ける研修機会が欠如していることや（Foote et al., 
2011）、アクセントの強い非英語母語話者の教師よりも発音の良い英語母語話者の
教師が指導すべきという誤った潜入観が存在することなどが指摘されている










































Murphy and Baker（2015）は、第 2言語としての英語教育（ESL）における英語
音声学の経緯を 150 年にわたってさかのぼりその系譜を 4つの期間に分類してい
る。第 1期は 1800 年代半ばからの、経験に基づいた直観的発音指導の伝統を批判
する動きである。第 2 期は、1800 年代終盤のリフォーム運動（The reform 
movement）が本格化し、1886 年の国際音声標記（International Phonetic Alphabet：
IPA）の開発にみられるような、音声学が学問領域として確立された時期である。
この時期、音声標記は音声の記述や発音教育に応用され、理論的な指導が行われ






















variability phonetic training: HVPT ）による音素別の音声知覚訓練はその将来性が高
く評価されている（Levis, 2016）。Levisは HVPTを「多様な音素環境における、複
数の話者によって産出された目標言語の音声を聴く経験を積み重ねるインプット
中心の第 2言語学習者向け訓練」と定義している（“input-based training for L2 learners 
to accumulate the experience of listening to L2 sounds produced by multiple speakers in 



















Logan, Lively, and Pisoni（1991）、Lively, Logan and Pisoni（1993）によって、HVPT
が知覚に効果をもたらすことが報告されている。さらに、Bradlow, Pisoni, Akahane-




とを示した。Bradlow, Akahane-Yamada, Pisoni, and Tohkura （1999）は 3ヶ月後の遅
延テストを含めた実験の結果、知覚、調音ともに判別の効果が 3ヶ月後まで持続
































音声教育に資するソフトは Vowel Trainer（Iverson & Evans, ●●）と English Accent 












研究協力者は 14名（女子 7名、男子 7名）の日本人大学生で、非英語専攻の学
部に所属し、異文化理解実践のために英語力を向上する目的の「演習」（いわゆる
ゼミ）を履修している学生であった。大学 2年生が 7名、3年生が 4名、4年生が
3名であった。英語習熟度は TOEIC（リスニング、リーディング）の平均点が
571.4 (SD=127.6)であった。また、スピーキングテストとして採用した ACTFL 
OPIcの 9段階中の評価バンドをスコア化して平均したところ 4.86 (SD=0.9) であっ
た。これは ACTFLの日本向け基準によると Intermediate Medium Level 1 である。 








聞き取りによる音声知覚訓練ができる。20問、100 問または 200 問のいずれかで、




図 1.　English Accent Coach フロントページ 図 2.　子音を全選択したサンプル画面























14 名中、3回以上実施した 12名の子音に対する試行の詳細は表 1のとおりであ
る。協力者による実施回数は 3回から 19回までとばらつきがあった。　　　
4.1　知覚困難な子音
協力者 12 名のうち、実施回数が 10 回以上だった A、D、F、K、Lの 5名の 10
回分までのデータをもとに、10回全体の平均正答率が低かった子音と、協力者ご





協力者 学年 性別 TOEICスコア
子音正
答率 % 総回数 問題数 ×実施回数
A＊ 4 男 535 89.7 16 100 問 ×8 回 , 200×8 回
B 4 女 515 82.2 7 100 問 ×7 回
C 3 男 455 82.1 9 100 問 ×9 回
D＊ 4 女 720 82.2 10 100 問 ×12 回
E 2 男 595 80 3 100 問 ×3 回
F＊ 3 女 625 91.3 19 100 問 ×12 回 +200 問 ×7 回
G 2 男 510 90 6 100 問 ×6 回
H 2 女 575 85 4 100 問 ×4 回
I 3 男 675 87 3 100 問 ×3 回
J 2 男 450 79.3 7 100 問 ×7 回
K＊ 2 男 845 87 13 100 問 ×13 回
L＊ 2 女 625 87.8 10 100 問 ×10 回
各回平均％ 593.75 88
表 2　子音正答率の推移（N=5、10 回中、単位＝ %）
Rank 音素 全体 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10 回目
1 θ 68 48 46 51 63 75 80 88 89 76 78
2 z 70 66 54 49 63 66 66 80 93 78 88
3 s 75 81 60 68 85 66 83 86 80 71 73
4 l 78 84 85 65 71 79 62 86 84 81 79
5 r 79 66 78 62 88 80 82 86 84 78 85
6 v 82 92 65 93 75 82 84 90 89 75 74
7 ð 82 67 72 84 84 95 70 86 88 89 88
8 dʒ 82 66 81 80 76 81 91 65 81 97 100
9 f 84 66 61 86 95 93 86 92 91 83 87
10 ʃ 87 63 80 87 100 73 95 88 93 98 93
11 b 91 81 81 92 95 91 100 94 92 87 99
12 d 92 87 84 87 88 97 100 92 98 100 94
13 g 92 85 82 100 93 100 100 92 89 88 97
14 p 93 85 98 100 94 98 91 75 100 100 90
15 j 94 97 71 100 100 100 100 75 100 100 100
16 h 95 95 91 95 86 100 94 100 91 100 100
17 t 96 93 80 96 96 100 100 100 100 98 100
18 ʧ 97 100 96 100 100 100 100 75 100 95 100
19 w 97 92 93 100 100 100 100 100 96 97 94
20 k 98 96 100 97 100 100 94 100 100 96 100
21 n 98 97 91 100 97 100 100 100 100 97 100
22 m 100 100 100 100 100 100 100 100 100 97 99
正答率平均 88 83 79 88 89 88 88 91 91 89 93
平均所要時
間（分：秒） 6:09 7:23 7:05 6:30 5:39 6:05 6:23 5:38 5:25 5:32 5:47
－ 138 －
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が多かったのは / θ /だった（68%）。次いで、/ z /、/s /、/ l /、/ r /が 70%代、/ v /、
/ ð /、/ dʒ /、/ f /、/ ʃ / が 80%代で全体平均値を下回った。
4.2　反復による知覚力の向上
表 2に示す正答率平均の推移は、1回目の 83%から 10 回目の 93%まで若干の
上下をともないながら徐々に上昇を示した。100 問を実施するのに要した時間は
平均 6分 9秒、1回目が 7分 23 秒、10 回目が 5分 27 秒と徐々に短くなった。正
答率が 80%代までの「知覚困難な子音」について、時系列でデータを追うと、
/ θ /、/ ð /、/ r /、/ z /、/ dʒ /、/ f /、/ ʃ /　は昇り降りを繰り返しながら最終的に一
定の上昇を示した。一方 /s /、/ l /、/ v /は上下を繰り返しながら、結果的に下降、
または横ばいを示した。
4.3　母音
母音について、ファイルを提出した 14 名の中から、3回以上実施した 12 名の
正答率を算出したは 73%だった。協力者のプロファイルと結果は表 3のとおりで
ある。実施回数が 10 回に満たない者が多く、回数の幅が大きいため、9回以上実
施した協力者 B、C、F、J、Lの 5名のデータをもとに正答率をまとめた（表 4）。
表 3　母音の実施回数と正答率
協力者 学年 性別 TOEICスコア
正答率
% 総回数 問題数 ×実施回数
B＊ 4 女 515 73.5 9 100 問 ×9 回
C＊ 3 男 455 68.4 10 100 問 ×9 回
E 2 男 595 77.3 4 100 問 ×4 回
F＊ 3 女 625 67.4 9 100 問 ×9 回
G 2 男 510 71.2 3 100 問 ×3 回
H 2 女 575 74.7 6 100 問 ×6 回
I 3 男 675 59.3 3 100 問 ×3 回
J＊ 2 男 450 55.6 9 100 問 ×9 回
K 2 男 845 68.9 7 100 問 ×7 回
L＊ 2 女 625 83.0 26 100 問 ×10 回
M 2 女 550 78.1 3 100 問 ×3 回




5 名の全体の正答率は 71%であった。1回目の全体平均 61%から 9回目には 78%
に達した。ただし、5回目にすでに 78%に到り、そのあとは若干の上下を伴って
戻るという伸長プロセスであった。知覚が困難な母音として、正答率が平均値以
下で、9回目の到達点が 100%に至らなかった 6つの音素が判明した。内訳は / ʌ /
が 44%、/ æ /、/ ɑ /、/ ɪ /が 50%代、/ ɛ /が 62%、/ ʊ /が 71%でである。全 9回の
正答率の推移をみると、概ね 10%以上の大きな伸びに至ったが、/ æ /だけは伸び
が少なかった。
5．考察
研究課題（1）の子音 + /a/の音素環境による HVPT条件によって、日本人英語
学習者にとって知覚困難となるデータが得られた。HVPT研究で頻繁に用いられ




すなわち、単語ではなく音素＋ / a /（Level 1 の場合）の HVPT条件で音声を提示
するため、学習者の語彙知識が干渉しないため、純粋に聞き取りづらい音素を抽
表 4 母音の正答率ランク　（%)　N=5
Rank 音素 全体 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目
1 ʌ 44 32 47 35 50 57 51 33 48 46
2 æ 50 50 50 39 69 44 40 58 52 57
3 ɑ 52 39 48 35 50 57 57 53 75 59
4 ɪ 57 43 50 56 71 54 59 62 65 67
5 ɛ 62 49 63 58 60 60 66 73 67 65
6 ʊ 71 50 52 72 87 75 72 78 81 85
7 o 92 75 92 97 91 89 97 97 99 100
8 u 92 85 90 87 97 90 98 94 98 100
9 e 93 78 94 90 94 96 99 98 92 100
10 i 96 95 91 95 100 97 96 99 98 100
各回平均 % 71 61 67 67 78 71 72 75 75 78









ても /s /、/ l /、/ v /のように知覚が向上しづらい音素が存在することである。これ
らが、どの音素と誤認されたかは、詳細な解析を行う必要があるが、現実的な言
語運用においても何らかの条件で認識に迷う可能性が高い音素と言える。その根
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